


































［ES］: Lʼénergie spirituelle, PUF, 2017（『精神のエネルギー』）
［MM］：Matière et mémoire, PUF, 2010.（『物質と記憶』） 




































































































































は触覚の内部感覚が相当するだろう［フロイト『夢判断（上）』髙橋義孝訳 , 新潮文庫 , 







































































を豊かに発展させていく（回路 B, C, D）。そしてますます蓄積され豊富になった
記憶のさらなる参入により、対象についての今度の知覚はいっそう深く知ること










わたしたちの精神は、この円錐の頂点 Sから底面 ABの間を、例えば A” B”、あ





















































































































































11　フロイト, 前掲書, 302 ページ。
12　フロイト, 同書, 357-363 ページ。 






























































・ ・ ・ ・ ・ ・
覚めることと意
・ ・ ・ ・ ・ ・
欲すること（vouloir）は同じひとつのこと」とも言って
いる［ES104］ 
16　PUF Quadrigeの増補校訂版における Guillaume Sibertin-Blancの noteによれば、ベルクソン






―を行うと記されている［プロティノス全集 第四巻 田中美知太郎 , 水地宗明 , 田之頭安彦































































































17　W.C.デメント, 前掲書, 63 ページ。
18　W.C.デメント, 同書, 64-65 ページ。および、北浜邦夫『脳と睡眠』（朝倉書店, 2009 年）を
参照。






























20　W.C.デメント, 同書, 65 ページ。





























22　W.C.デメント , 同書 , 174 ページ。
23　講演「夢」を収録した書物のタイトルが『精神のエネルギ－』であることに、ベルクソン
の意図が読み取れるだろう。なお、日本において『精神のエネルギー』は、おそらくまず
1932 年に小林太市郎により『精神力』という邦題で翻訳書が刊行されている（初めは第一書
房から。1946 年には同訳者による同邦題で全国書房から。『精神のエネルギー』という邦題
は、1965 年に白水社からベルグソン全集が刊行された際、渡辺秀が用いた）。ただし講演「夢」
は、『精神のエネルギー』（『精神力』）刊行以前に単体で邦訳出版されている。1925 年に篠崎
初太郎が異端社から「夢の研究」として、1936 年には広瀬哲士が東京堂から「夢と哲学」と
して、1956 年には竹内芳郎が河出書房から「夢について」としてである。 
